
令 和 ３ 年 １ 月 13 日
大 分 県 警 察 本 部

令和２年 大分県の治安情勢
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◎刑法犯認知件数の推移
※「刑法犯」とは、「刑法」に規定する罪などをいいます。

※認知件数とは、警察が発生を認知した事件の数をいいます。

大分県の刑法犯認知件数は、平成１５年１万７，３６２件をピークに、平成１６年から

減少を続けていましたが、令和２年には前年比＋７０件と増加に転じています。

◎ 罪種別・手口別の犯罪発生状況
(1) 令和２年中の罪種別犯罪発生状況の内訳

令和２年
3,088件

最も多く発生したのは、自転車盗や万

引き、住宅対象侵入窃盗などの「窃盗犯」

で全体の約６割を占めています。

「窃盗犯」は

前年から約5％減少（-92件）

しましたが、一方で

「知能犯」が約42％（+52件）

その他刑法犯が約20％（+111件）

と大幅に増加しています。

☆ 知能犯で増加した犯罪は「詐欺」 ☆ その他刑法犯で増加した犯罪は

「器物損壊」
特殊詐欺の発生状況は依然高い

水準で発生しているほか、「ネット

ショッピング詐欺」が増加していま

す。

器物損壊とは、他人のものを壊したり、

傷つけたりする罪です。

その中でも、駐車中の車を傷つけられ

る事件が約７割を占めています。
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罪名

自転車盗

オートバイ盗オートバイ盗 32件 +8

万引き 472件 +11

罪名 件数 増減
自転車盗 440件 -145

住宅対象侵入窃盗 67件 -28

車上ねらい 189件 -9

自動販売機ねらい 25件 +8

(2) 令和２年中の主要窃盗犯罪発生状況

本年もよろしくお願いいたします。 安全・安心まちづくり推進室員一同

還付金詐欺に注意!!!

昨年１２月、還付金詐欺の被害が７件発生しています。

●●市役所健康保険課の▲▲です…

市役所職員を名乗る男から、「○○さんの保険料の戻りがあります。今からその

お金の振り込みの説明が銀行からあります。」と電話がかかってきます。

その後、金融機関職員を名乗る男から電話がかかり、「今から振込をしますので、

私が指定するATMまで行ってください。」などと言われ、被害者は指示されるがまま

に、指定されたスーパーのATMまで行きます。

そこで、金融機関職員を名乗る男から電話でATMの操作を指示され、そのとおり

操作をしたところ、逆にお金を男の指示する口座へ振り込まされてしまうというもの

です。

◎ 実際に被害が発生した還付金詐欺の手口についてご紹介します。

窃盗犯全体は1,896件（前年比－92件）

乗り物盗の無施錠率は全て

全国平均よりも高くなってい

ます。

(3) 令和２年中の無施錠率

自転車盗が大幅に減少した

一方で、万引きは増加傾向

です。

※「無施錠率」とは、侵入盗、乗り物盗、車上ねらいの被害のうち、

鍵をかけていなかった割合のことを言います。


